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気象庁マスコットキャラクター：はれるん

防災気象情報の活用
～大雨災害から身を守る～

令和２年 １月２７日（月）
岡山地方気象台

参考資料1
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防災気象情報は時間を追って段階的に発表します

竜巻注意情報
記録的短時間
大雨情報

週間天気予報

土砂災害警戒情報

天気予報

気象警報・注意報
（大雨に関する）岡山県気象情報

台風に関する気象情報（台風予報）

3時間前3日前5日前1週間前

随時に発表
（大雨）特別警報

災害につながるような
気象（現象）の発生が

予想される場合

定期的に発表
天気分布予報

ナウキャスト
（降水・雷・竜巻）

降水短時間予報

指定河川洪水予報

・防災気象情報は、発生するおそれのある現象のスケールを踏まえ、予測可能性に応じて段階的に発表。
・現象の発生まで猶予時間のない情報ほど、できるだけ時間、区域、程度を明記した内容。
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注意報・警報・特別警報

まだ「特別警報」が発表
されていないから大丈夫
とは思わない。



指定河川洪水予報
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百間川

吉井川

旭 川

小田川

高梁川

金剛川

笹ヶ瀬川・足守川

岡山河川事務所と岡山地方気象台が共同で行う洪水予報河川区間
備前県民局と岡山地方気象台が共同で行う洪水予報河川区間

河川の増水や氾濫な
どに対する水防活動
の判断や住民の避難
行動の参考となるよ
うに、気象庁は国土
交通省または都道府
県の機関と共同して、
あらかじめ指定した
河川について、区間
を決めて水位または
流量を示した洪水の
予報を行っています。



土砂災害警戒情報
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土砂災害警戒情報は、降雨による
土砂災害の危険が高まったときに、
市町村長が避難勧告等を発令する
際の判断や、自主避難の参考となる
よう都道府県と気象庁が共同で発表
します。

土砂災害警戒情報の発表例（2019年9月3日 新見市）



大雨警報（土砂災害）の危険度分布 ※台風第19号の例
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土砂災害の危険度分布は、土砂災害警戒情報及び大雨警報等を補足する情報です。
1km四方の領域ごとに土砂災害発生の危険度を5段階に判定した結果を表示しています。
避難にかかる時間を考慮して、危険度の判定には2時間先までの土壌雨量指数等の予想を用いてい
ます。



大雨警報（浸水害）の危険度分布 ※台風第19号の例
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浸水害の危険度分布は、大雨警報（浸水害）を補足する情報です。 短時間強雨による浸水害発生
の危険度の高まりの予測を示しており、大雨警報（浸水害）等が発表されたときに、どこで危険度
が高まるかを面的に確認することができます。
１時間先までの表面雨量指数の予測値が大雨警報（浸水害）等の基準値に到達したかどうかで、
危険度を５段階に判定し、色分け表示しています。



大雨警報（洪水害）の危険度分布 ※台風第19号の例
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洪水害の危険度分布は、洪水警報を補足する情報です。
指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びその他河川）の上流域に降った雨による洪水
害発生の危険度の高まりの予測を示しており、洪水警報等が発表されたときに、どこで危険度が高まるかを面的
に確認することができます。
３時間先までの流域雨量指数の予測値が洪水警報等の基準値に到達したかどうかで、危険度を５段階に判定し、
色分け表示しています。



民間気象会社など

メールで送ってく
れるサービスをし
ているところもあ

ります。

テレビ・ラジオ

テレビ（データ放送（“ｄボ
タン”）でも多くの情報が入
手可能）やラジオなどで放送
されます。

気象庁・気象台が発表す
る情報を掲載しています。

気象庁・気象台HP 都道府県・防災関係機関
市町村・消防本部など

広報車や防災無線などで放送さ
れるほか、都道府県や市町村
の中にはメールで送ってく
れるサービスをしていると
ころもあります。

地方気象台等

気象庁本庁 警報・注意報等の
防災気象情報発表

ご自分の住んでいる場所がどのよう
なリスクがあるか確認!!そのリスク
に合った防災情報を入手する!!

1人ひとりが利用できる防災気象情報
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http://www.jma.go.jp/
http://www.jma.go.jp/
http://www.tokyo-jma.go.jp/home/mito/sub_index/index2.html
http://www.tokyo-jma.go.jp/home/mito/sub_index/index2.html
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